
「グリーンPOD研究会」 
による 

印刷業務における 
環境負荷低減活動 

２０１４年１２月１２日（金） 
株式会社リコー       藤野年喜 
（株）プリプレス・センター 北村祐介 

第１６回 グリーン購入大賞 
受賞事例発表会 

※ POD=Print On Demand 
     必要な時に、必要な部数だけ印刷 
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リコーグループの概要 

プリンティング分野における提供価値の拡大 

 株式会社リコー 
設立：1936年2月6日 
資本金：135,364百万円 

 リコーグループの企業数・売上（2014年3月期） 
グループ企業数：223社 
連結売上高：22,369億円（国内：42.6％、海外：57.4％） 

株式会社リコー 
代表取締役 社長執行役員 

三浦 善司 

リコーバリュー 主な事業領域 

「環境経営」はリコーの「DNA」 
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印刷会社 

印刷物 
発注者 

「印刷物への環境配慮方針」を採用 

環境マーク付
印刷物提供 

環境負荷の低い印刷物を「評価」 

「環境マーク」
印刷指示 

低環境負荷印刷機
提供 
環境マーク取得 
支援 

低環境負荷
印刷物配布 
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「印刷物」での「環境負荷低減」の為に 

印刷機 
メーカー 

読者 

重要 
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ノウハウの提供 

 ・算定ツールの   

  提供 

 ・ＣＦＰ申請支援 ・CFP実績作り 

・顧客ニーズ把握 

ＣＦＰツール認証促進 

ＣＦＰ普及促進 

・ニーズ提供 

・ＰＯＤ印刷物増注 

付加価値提案 

エンドユーザー 

ニーズ把握 

環境要望 

法制化 

 有名メーカー実績作
りによる宣伝効果 

設立趣旨：「印刷物」の環境負荷低減の為に、監督官庁・印刷物発注者・印刷業者・印刷機メー
カー、それぞれが成すべきことを討議、改善。 

運営期間：２０１３年７月～１１月 
実施項目：CFP・GPNマーク・どんぐりマークのテスト施行 
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「グリーンPOD研究会」設立・運営 

リコー 

印刷物発注者 

生協・味の素・IGES 
印刷業者（８社） 

経産省・環境省・東京都 

産環協・GPN・日印産連 
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経済産業省試行事業 （一社）産業環境管理協会 
CFPプログラム 

グリーン購入ネットワーク 
印刷サービス 

   ＳＴＥＰ１ 
知って 

   ＳＴＥＰ２ 
減らして 

    ＳＴＥＰ３ 
   オフセット 

温室効果ガス排出量を知る
（計る） 

温室効果ガス排出量
を減らす努力をする 

どうしても減らせない排出量
をクレジットで埋め合わせ 

知って 減らして 
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更なる削減 

印刷物の環境負荷低減を３ステップで実施 
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「カーボンフットプリント」への取組 

「カーボンフットプリント」マーク普及上の課題とリコーの解決策 

課題 リコーの解決策 

１ ＣＯ２の計算に時間がかかる 
「ＣＦＰ自動計算ツール」 
開発、無料提供 

２ ＣＦＰ申請書作成に時間がかかる 
「ＣＦＰ申請書作成支援ツール」 
開発、無料提供 

３ ＣＦＰ申請料が高い ＣＦＰ「システム認証」取得 
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申請作業自動化ツールの提供 

申請者 

申請書提出 事前検証 検証 

検証員検証 レビューパネル検証 

登録・公開 
合格 

CFP事務局 製品に付与 

製品のLCフロー整理 

CFP-PCRとの照合 

活動量取得（１次データ） 

活動量取得（２次データ） 
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計算 

CFP検証申請書作成 

データ根拠作成 

エビデンス資料作成 

原単位取得（公開DB or 作成） 印刷物仕様の決定 

提出書類完成 

申請作業の
期間を 

１０日→1日
に短縮 

提出後10営業日以内 

   ＳＴＥＰ1 知って 

申請作業自動化ツールの提供 
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CFP計算の自動化 

申請書作成の自動化 
   ＳＴＥＰ1 知って 



研究会 

 

 

＜組織＞ 

委員長 

副委員長 

委員 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

 

内部検証員 

監査委員 

 

事務局 

認証機関 

④依頼 

・環境負荷算出 

・認証取得浦井 

印刷業者 

①グリーンＰＯＤ推進会 

ＲＣＳ  

ＰＯＤセンター 

算出ﾂｰﾙ活用 

⑥ 算出 
支援・検証 

算出支援 

認証状況
監査 

②認証 ③ 

認
証
業
務 

印刷業者 

産
業
環
境
管
理
協
会 

マーク使用 

プリプレスセンター 

印刷業者 

リコーグループとＰＯＤ使用の印刷業者で認証取得組織で構成する 
「グリーンPOD推進会」で、個別印刷物の認証が可能となる。 
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システム運用 印刷業者 お客様 

⑤算出・申請 
ﾂｰﾙ活用 

ＣＦＰシステム認証の仕組み作り 

リコーはシステム認証の仕組み（＝グリーンPOD推進会）を構築、運営 

⇒申請費用の大幅低減（約11万円→数千円）、検証期間の短縮を実現 
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２．GPN印刷サービス・シンボルマーク申請状況 

１．「ＧＰＮマーク取得条件」を印刷物のＣＦＰ削減に活用 
     用紙 ：条件適合上質紙採用。紙の重さの低減 
     インク（トナー） ：条件適合のデジタルトナー 
     製本 ：「中綴じ」「容易に外せるステープルの針」のみ 
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   ＳＴＥＰ２ 減らして 

/
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「ＧＰＮマーク」への取組 

No.1 
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1． 日本 
 「ＣＦＰを活用したカーボンオフセット施行事業（経済産業省）」  
 １５件登録 
 
2． 海外 
 「ＲＩＣＯＨ Carbon Balanced Printing Program」 
 欧州、オーストラリア、ニュージーランドで展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3． 「インドの風力発電プロジェクト」に」より削減されたＣＯ２削減量＝

「排出枠」を活用 
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   ＳＴＥＰ３ オフセット 

「カーボンオフセット」への取組 
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（株）プリプレス・センター 代表取締役 藤田靖様 
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藤田社長 ビデオインタビュー 
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環境対応マーク： 古紙100%利用紙 
 カーボンフットプリント 
 カーボンオフセット 
 GPN印刷サービス 

 

本書はリコーのPODで印刷紙、カーボンフットプリント（CFP）
マークを取得しました。尚、原材料調達から廃棄・リサイクルに
至るライフサイクルから排出するCO2を算定し、京都クレジット
「CER」でカーボン・オフセットしています。 企画・制作 

LCT・LCAを用いた環境教育促進
団体 elsa 
 

（一社）産業 
環境管理協会 
CFPプログラム 

経済産業省試行事業 
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環境マーク印刷 事例１：「環境学習ノート」 
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環境マーク印刷 事例２：「リコーカタログ」 
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プリプレス・センターによる普及ポスター 

「 平成 2 5 年度カーボンフットプリント を

活用したカーボン・オフセット 製品等試行事業」

第一号の認証取得をしました！

製品・サービス編

㈱プリプレス・ センターでは、環境教育団体 e ls a が企画協

力・ 実践しているプログラムで使用する環境学習ノート の

作成の際に、今年度の試行事業で初めての認証を取得しま

した。

この試行事業は、製品のライフサイクルにおける温室効果

ガス排出量を算定した事業者が、別途取得した同量のクレ

ジット により埋め合わせ（ カーボン・ オフセット ）を行った

ことを認証し、製品に認証ラベルを添付するものです。

㈱リコーが開発した「 P OD 印刷物のCFP 算出及び認証申

請書作成支援ツール」を利用する事で、作業負担の大幅軽減

を図っています。

・ サイズ ： B 5

・ ページ数 ： 7 6 ページ

・ 形式 ： 両面中綴じ

・ 使用用紙 ： B 4 サイズが1 9 枚

（ 坪量 1 2 7 .9 g /㎡が1 枚、坪量 8 1 .4 g /㎡が1 8 枚）

・ 内容 ： ワークシート 形式

環境学習ノート

環境に配慮した印刷物を提供する

温室効果ガス排出量を
知る（ 計る）

（ 一社）産業環境管理協会

CFP プログラム

温室効果ガス排出量を
減らす努力をする

どうしても減らせない排出量を
クレジットで埋め合わせ

h ttp ://w w w .p r ip r e s s .c o .j p /

PRI PRESS CENTER

印刷物のCO2削減のための３つのステップ

STEP1 STEP2 STEP3

知って 減らして オフセット

CO 2 CO 2 CO 2

見える化 削　減 オフセット

見える化のために

グリーン購入ネットワーク

印刷サービス

削減のために

経済産業省試行事業

CO 2オフセットのために
480g

CO 2の「 見える化」カーボンフットプリント

http ://w w w .cfp-japan.jp
検証番号：CV-BS03-13019

入っ
てい

ます
！

マー
クは

裏表
紙に

プリプレス・センターのカーボン・オフセットについての取り組み
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１． 印刷物における「環境マーク」普及のために

新設された「グリーンＰＯＤ推進会」に多くの

印刷会社様に参加頂き、益々の普及に努め

ます。 

 

２． 印刷会社様と一緒に、「印刷物発注者」に、

「環境マーク」の活用を提案します。 
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今後の取組 

印刷物の環境負荷低減を業界の先頭に立って推進 
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東京都市大学 等々力中学校・高等学校 
での環境教育風景 
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